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マニラ日本人会 2020 年８月理事会議事録 

 

日  時：2020 年８月 25日（火）13時時～13 時 40 分  

オンライン会議 （ZOOM） 

 

出 席 者：細谷明宏（会長）、高野誠司（副会長）、餅原 力 

（副会長）、岡本和典（総務理事）中川一也（財務理事）    

岡本淳宏（監事）、松永啓一、山岸雄一、野崎栄徳、 

位田浩和、森山倫行、小島大助、下田 茂、片桐 浩

（以上各理事） 

          高岡真紀子、上杉啓明、岡村博司、石原孝志、 

藤田弘通、南良 勉（以上各推薦理事） 

 

オブザーバー： 

               ＜アジア・大洋州三井物産＞ 嶋田慎一郎氏 

＜双日フィリピン＞      辰巳賢一氏 

＜在比日本国大使館＞     宇田川参事官 

 

冒頭、本日が最後の理事会となる森山理事、小島理事、上杉推薦

理事より挨拶があった。 

続いて、本日が最初の理事会となる、片桐理事、嶋田氏、辰巳氏

より挨拶があった。 

 

議 事 

I. 協議事項 
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1．７月理事会の議事録について 

異議なく承認された。 

 

2．８月新入・退会会員について 

事務局から以下のとおり報告があり、 

異議なく承認された。 

 

＊新入会法人会員（1 件） 

PACIFIC CONSULTANTS CO., LTD. Manila Representative Office 

（國府 豊） 

 

＊新入会個人会員（７件） 

渡辺康行（大使館）、天野有香・花田憲二・伊藤久美・大迫愛子・

三戸みゆき・牛島敏雄（以上 MJS）  

 

＊退会法人会員（１件） 

Mitsutoyo Philippines Inc.（松吉 理） 

  

＊退会個人会員（６件）  

河原田麻美（Punongbayan & Araullo）、小河原智史（Taisho 

Pharmaceuticals (Philippines)Inc.）、竹内博史・善本隆典 

（以上 JICA）、内山靖三郎（Nidec Corporation）、上杉啓明 

（国際交流基金） 

 

＊賛助会員（１件） 

プラサド クリスニール（Komatsu Ltd., Manila Rep. Office） 
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以上の入退会承認後の会員数は、法人会員 390 件、個人会員 617

件、賛助会員 20 件、ジュニア会員２件、合計 1,029 件、世帯数は

2,169 である。 

 

II. 大使館からの連絡事項 

宇田川参事官より以下の報告があった。 

・８月 15 日に大使館の多目的ホールにて令和２年度の日本人戦没

者慰霊祭を開催させていただいた。今回は新型コロナウイルス感

染拡大の状況を踏まえて、参列者５名までの規制の下行われた。

日本人会からは細谷会長のご参列、悼辞をいただいた。日本人商

工会議所の松永会頭、マニラ会の大槻会長にもご参列いただいた。

お礼を申し上げます。当日は、まにら新聞、共同通信社、NHK の

取材がありそれぞれの媒体で報道された。慰霊祭の様子は日本大

使館のホームページにも事後報告として写真を含め掲載されてい

るのでご覧ください。 

・フィリピンにおける新型コロナウイルス感染状況は、８月 24

日の時点で累積者数約 19万４千名、前日に比べると約４千６百名

の増加、死亡者数は累計で約１万３千名、前日に比べると 13 名の

増加となっている。フィリピン政府の感染対策もめまぐるしく変

わっており、最近の領事メールでも４回ほど隔離処置の変更、フ

ェイスシールドの着用などの情報を確認の上ご案内しているので

今後も参考にして下さい。 

・桑原公使の後任の岡島公使は８月 28日（金）に着任、次回日本

人会理事会には出席の予定。 
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III. 報告事項 

１．企画委員会（細谷委員長） 

８月 20 日にオンラインでの会議を開催したが特に報告事項はあ

りません。 

 

２．教育委員会（学校運営理事会）（細谷委員長） 

８月 24 日、マニラ日本人学校（MJS）は２学期始業式を行った。 

 

３．診療所運営委員会（高野委員長） 

８月 20 日に定例の診療所運営委員会を WEB 会議で開催した。 

診療所は３月中旬から新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け

て緊急の電話対応以外は全て休診とした。６月からは予約による

健康診断のみ受け付け開始、少しずつ利用者は来るようになり 

10 月からはさらに予防接種受け付けも開始する予定としている。

しかし一般診療はコロナウイルスの院内感染防止のため受け付け

ていない。このような状況下今期（19年 10月～20年９月）の収

支は 14,000（千）ペソのマイナス落着を予測。過去数年は毎年

5,000（千）ペソのプラスが続いていたが、来期予算案（21 年度）

での収支は、従業員の給与一部カット、サービス料の 10％値上げ、

その他経費削減を図り、1月から従来通りの診療再開ができたと

してもかなり厳しい結果が予測される。当面の運用資金は確保し

ているので今後も経費の見直しを行いながら診療活動は継続して

いくが、コロナ感染が長期化する、診療所の利用者数が減少する

等の状況が続くようであれば、診療所の大幅な業務縮小も含めた

適切な経営判断をしていく必要がある。 
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４．日比友好文化委員会（上杉委員長） 

コロナ禍で遅れていた第 47 回スピーチコンテストのお礼と報告

があった。 

 

５．８月事業報告及び９月事業予定 （事務局） 

事務局より８月の実施事業と９月の事業予定の報告があった。  

 

その他：   

事務局より日本人会の非営利団体の承認がまだ BIR から取得出

来ていないので再度申請し直すとの報告があった。  

                                 

以 上 

 

次回理事会 ９月 22 日（火） 13時～ オンライン会議（ZOOM） 

 


